
当事務所名・所属弁護士を騙（かた）るメール、お電話、請求に
はご注意ください
この度、当事務所所属の弁護士と騙(かた)って、電話及びメールにて示談金を請求するケースが確認されました。
これは悪質な「なりすまし（弁護士詐称）詐欺」です。
当事務所に所属している弁護士は全員、当事務所ホームページの「弁護士紹介」に掲載しております（ここに掲載されていない弁護士は当
事務所所属の弁護士ではありません。）。

日本弁護士連合会ウェブサイトの弁護士検索でも所属している弁護士を確認することができます。

実在の弁護士名や法律事務所名を騙（かた）るメールや架電、請求にはくれぐれもご注意下さいますようお願い申し上げます。

11/7（月）過労死等防止対策推進シンポジウムのお知らせ
近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって、多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方のご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

【プログラム】
●開会挨拶
●埼玉労働局からの現状報告
●企業の取り組み事例発表　株式会社イチヤナギ
●過労死を考える家族の会　体験談
休憩
●基調講演「プロは眠りを大事にする」
高橋正也氏（労働安全衛生総合研究所　過労死等防止調査研究センター　センター長）
●閉会挨拶

◆日時
２０２２年１１月７日（月）１４時～１６時３０分（受付１３時～）

◆会場
ソニックシティビル棟４階市民ホール４階←クリックすると地図が出ます。
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◆参加費
無料・事前申込必要
新型コロナウィルス感染症の影響により事前申し込みが必要です
定員になり次第、締め切りとさせていただきますのでご了承ください
※お申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸ（ＦＡＸ番号：０３－６２６４－６４４５）でお願いします。
※参加申込書はこちらです。
参加証を発行いたしますので、当日、受付までお持ちください。
定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡をいたします。
連絡先はTELかE-mailのどちらかは必ずご記入ください。

◆主催
厚生労働省

◆後援
埼玉県、埼玉弁護士会

◆協力
過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、埼玉産業保健総合支援センター、埼玉県
経営者協会、連合埼玉、埼労連

◆お問い合わせ
厚生労働省シンポジウム事業受託事業者　（株）プロセスユニーク
0570-070-072

過労死等防止対策推進シンポジウム(PDF)

9/1（木）18:30～「富裕税」について考える－今必要な
税制改革とは何か－（公正な税制を求める市民連絡会　連続オン
ライン学習会）
講師：醍醐　聡東京大学名誉教授
日時：２０２２年９月１日（木）１８時３０分から２０時３０分
方式：オンライン（Zoomウェビナー）
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参加資格：どなたでも参加できます。下記からお申込みください。

コロナ禍が長期化する中で、困窮世帯の生活支援、休業休職の補償に必要な財源を確保することが急務となっています。消費税は低所得者
に厳しい逆進性が高く増税は困難のため、財政需要を満たす安定的な財源として、留保利益課税（対法人）と富裕税（対個人）が必要とい
う意見もあります。
　本学習会では、会計学者の醍醐聡東大名誉教授をお迎えして、富裕税創設の根拠を租税論から解説いただき、今必要な税制改革はどうあ
るべきかを考えます。
　是非ご参加ください。

お申し込み
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_DIj0dwmPQ2WdmlhQLRicUg
 　上記アドレス、または右下のQRコードからご登録後、参加に関する確認メールが届きます。
　資料のダウンロード用の URLは、申込み後、別途メールにてご案内します。

登録用QRコード
参加費　　1000円（生活にお困りの方は参加費なしでご参加ください。）
■振込先　ゆうちょ銀行　　■口座名義　公正な税制を求める市民連絡会
■ゆうちょ銀行からの振込は　10160-446381
■他行からの振込は　ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

講師プロフィール
1946年兵庫県生まれ。1970年東京大学経済学部卒業。名古屋市立大学・京都大学助教授、東京大学経済学部教授を経て、現在東京
大学名誉教授。著書に『日本の企業会計』（東京大学出版会1990年）、『自治体財政の会計学』（編著、新世社2000年）、『会計
学講義』第4版（東京大学出版会2008年）、『消費増税の大罪』（柏書房2012年）など。

主催：公正な税制を求める市民連絡会

お問い合わせ　公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064 さいたま市浦和区岸町７—１２—１ 東和ビル４階 　埼玉総合法律事務所
弁護士　 猪股 正　　TEL　048（862）0355／FAX　048（866）0425

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_DIj0dwmPQ2WdmlhQLRicUg
https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2022/08/2a734f7eca39ba10b7f56b24c91419aa-1.png
http://tax-justice.com/
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【今週の埼玉総合】 毎日が勉強です（弁護士　深谷直史）
弁護士登録をしてから、約４か月経ちました。まだまだわからないことだらけですが、毎日が新鮮で日々楽しく過ごしています。
事件や法律相談を担当する中で、文献や判例をリサーチする時間が増えました。ロースクール在学中や司法試験の勉強をしているときより、
今の方が本を読んでいると思います。
また、この４か月で１５回もの弁護士会の研修に出席してきました。刑事事件、労働事件、家事事件…と分野も幅広く、内容も難しいので、
ついていくのに精一杯です（置いていかれているかも？）。先輩方の経験や知識を享受することができ、大変ありがたく感じています。弁
護士として力をつけていくために、これからも積極的に研修は受けていきたいです。
勉強は、司法試験で終わりではありません。毎日勉強です。

弁護士　深谷 直史

全国一斉８／２７「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会第１５弾」フリーダイヤル【拡散希望】
「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第１５弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
　コロナの第７波の到来、利用可能な支援策の終了、失業の長期化、社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）など債務
問題の深刻化、家賃や住宅ローンの滞納等、仕事や生活の不安を抱えている方、孤立して出口が見えない状況に追い込まれている方などが
増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第１５弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　８月２７日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。

https://saitamasogo.jp/archives/89791
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・使える支援制度がなくなり、借金や家賃の滞納で困っている。
・生活費を支援する制度について知りたい。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンの返済に困っている。
・コロナの「自宅療養」で困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

全国１９会場では、フリーWi-Fiスポットからの「つながる電話WEB」にも対応します。

●つながる電話WEB（ウェブアプリ）
https://pub.oden.works/#/

●利用方法
①上記のウェブアプリにアクセスしたあと、発信コード入力→電話アイコンタップか
②それぞれの専用URLからアクセス→電話アイコンタップ
で通話頂けます。

・北海道：0827hok
https://pub.oden.works/#/0827hok
・岩手：0827iwa
https://pub.oden.works/#/0827iwa
・秋田：0827aki
https://pub.oden.works/#/0827aki
・福島：0827fuks
https://pub.oden.works/#/0827fuks
・群馬：0827gun
https://pub.oden.works/#/0827gun
・埼玉：0827sai
https://pub.oden.works/#/0827sai

https://pub.oden.works/#/
https://pub.oden.works/#/0827hok
https://pub.oden.works/#/0827iwa
https://pub.oden.works/#/0827aki
https://pub.oden.works/#/0827fuks
https://pub.oden.works/#/0827gun
https://pub.oden.works/#/0827sai


・千葉：0827thib
https://pub.oden.works/#/0827thib
・東京：0827tok
https://pub.oden.works/#/0827tok
・神奈川：0827kan
https://pub.oden.works/#/0827kan
・福井：0827fuki
https://pub.oden.works/#/0827fuki
・愛知：0827ait
https://pub.oden.works/#/0827ait
・滋賀：0827shi
https://pub.oden.works/#/0827shi
・京都：0827kyo
https://pub.oden.works/#/0827kyo
・大阪：0827osk
https://pub.oden.works/#/0827osk
・島根：0827shim
https://pub.oden.works/#/0827shim
・岡山：0827oka
https://pub.oden.works/#/0827oka
・広島：0827hir
https://pub.oden.works/#/0827hir
・徳島：0827toks
https://pub.oden.works/#/0827toks
・福岡：0827fuko
https://pub.oden.works/#/0827fuko

【寄付のお願い】
この電話相談会は、フリーダイヤルの通話料等で、毎回、５０万円程度の開催経費がかかっていますが、多くのみなさまの寄付に支えられ
て継続的に実施できおり、心より感謝申し上げます。
寄付口座は次のとおりですので、ご協力いただけますと幸いです。

百五銀行　橋南支店
普通預金　504273
コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守る相談会代表田中武士

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会、生存のためのコロナ対策ネットワーク
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

https://pub.oden.works/#/0827thib
https://pub.oden.works/#/0827tok
https://pub.oden.works/#/0827kan
https://pub.oden.works/#/0827fuki
https://pub.oden.works/#/0827ait
https://pub.oden.works/#/0827shi
https://pub.oden.works/#/0827kyo
https://pub.oden.works/#/0827osk
https://pub.oden.works/#/0827shim
https://pub.oden.works/#/0827oka
https://pub.oden.works/#/0827hir
https://pub.oden.works/#/0827toks
https://pub.oden.works/#/0827fuko
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


【協力】反貧困ネットワーク

インボイス制度の拙速な導入に反対する声明（公正な税制を求め
る市民連絡会）
公正な税制を求める市民連絡会（共同代表：宇都宮健児、事務局長：猪股　正）は、2022年8月8日、「インボイス制度の拙速な導入
に反対する声明」を公表しました。内容は、以下のとおりです。

インボイス制度の拙速な導入に反対する声明

2023年10月から、消費税の適正な納税のためとして、インボイス制度の導入が予定されている。
インボイス制度とは、消費税の仕入税額控除（事業者が消費税の納付税額を算出する際、売上の消費税から仕入や経費の支払等のために支
払った消費税を差し引くこと）にあたって適格請求書（インボイス）の保存が必要とされる仕組である。そしてこの適格請求書を発行する
ためには、適格請求書発行事業者の登録をしなければならないが、この登録ができるのは消費税の課税事業者に限られている。

そのため、消費税の免税事業者（前々年度の課税売上高が1000万円以下の事業者が対象）が、事実上、取引から排除されるなどの不利
益を被る可能性がある。

https://hanhinkonnetwork.org/
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例えば、イラストの仕事をフリーランスに発注する出版社が、仕入税額控除を受けるためには、適格請求書の保存が必要となることから、
フリーランスに対し、適格請求書発行事業者になることを発注の条件とするなどの例が考えられ、すでに、このような事態が実際に生じて
いる。条件を提示されたフリーランスとしては、仕事を得るために適格請求書発行事業者となれば、免税とならずに生活が圧迫され、かつ、
納税のための重い事務負担をも負うこととなり、逆に、免税事業者であり続ける選択をすれば仕事の発注を受けられないこととなり、苦渋
の選択を迫られることになる。
　その影響は、建設業の一人親方、独立系ＳＥ、フリーライター、個人タクシーの運転手、フードデリバリーの配達員、シルバー人材セン
ターの会員等々、幅広い職業に及び、その中には低所得でやりくりをしてきた者も多い。コロナ禍の到来により、フリーランスや個人事業
者が大打撃を受けるとともに、物価高騰が生活を圧迫している中で、インボイス制度の導入が、追い打ちをかけ、さらなる生活困窮へと追
い詰められる者が増大する可能性がある。

　加えて、インボイス制度の仕組は複雑であり、理解が追いついていない事業者も多く、2022年5月末日現在、適格請求書発行事業者
の登録は約51万件にとどまっており、コロナ禍でフリーランス人口が500万人以上も増加したことも考慮すると、制度の周知方法、周
知期間も不十分である。

このまま来年10月の実施を強行することは、上記のとおり、立場の弱い零細事業者やフリーランスに過大な負担を強い生活の困窮へと追
い込む可能性があるとともに、納税者の理解と納得も甚だ不十分であることから、あまりに拙速であると言わざるを得ない。
当市民連絡会は、インボイス制度の来年10月の導入に反対するとともに、政府に対し、小規模・零細事業者が不利益を被る可能性、税負
担の水平的公平性の毀損、帳簿作成の事務負担などの重要課題について、さらなる検討と説明・議論の場を設けることを求めるものである。

2022年8月8日
公正な税制を求める市民連絡会
共同代表　宇都宮健児

【今週の埼玉総合】 深呼吸の必要（弁護士　竹内和正）
新聞やネットニュースを読み、事態の深刻さや人間の悪意に触れていると、どうしても気分が落ち込んでしまいます。
とにかくパニックをおこして、信じたくない意見を批判したり、偏った意見に動揺したりしないようにしなければなりません。
「できることがないと絶望しそうになったときは深呼吸をしたらいい」と昔、誰かに聞いた気がします。
深呼吸なら、僕にもできます。

弁護士　竹内　和正

https://saitamasogo.jp/archives/89769
https://saitamasogo.jp/takeuchikazumasa


8/28（日）13：30～オンライン講演等（無料）コロナ禍
が続く今、考える－子ども若者支援・自殺対策の現状と、地域か
らの協働（よりそいホットライン事業報告会）
よりそいホットラインの取組、「奇跡のきょうしつ」などとして県内外で高く評価されているアスポートの子ども・若者支援の現場報告、
多業種連携の取組である「暮らしとこころの総合相談会」の現場報告などを踏まえ、子ども若者支援、自殺対策等の課題に取り組んでいく
ための地域における連帯と協働について考えます。

【日　　時】　2022年8月28日（日）13：30～16：30
【開催方法】　オンライン
　　　　　　　なお、コロナ禍のため、会場でのリアル参加（埼玉会館5B会議室）は、報道関係者及び事業関係者に限らせていただきま
す。
【参加費等】　無料・どなたでもご参加いただけます。

【内　　容】
■よりそいホットライン事業報告　コーディネーター　矢野浩美
■講演
　①「子ども・若者支援アスポート事業の現場から」
　　土屋匠宇三（しょうぞう）　（彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表）
　②「自殺対策の最前線にて」
　　飛鳥井行寬（司法書士　暮らしとこころの総合相談会）
■パネルディスカッション　地域からの連携と協働について考える
　（パネリスト）
　　土屋匠宇三
　　飛鳥井行寬
　（コーディネーター）
　　猪　股　正（弁護士）

【申込方法】
申込用URL又はQRコードからお申込みください。
当日の参加用U R Lをお送りします。
申込用URL：https://forms.gle/pzidJD9ztQbjCugDA
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【今週の埼玉総合】この国のかたちを見つめ直す （弁護士　伊
須慎一郎）
加藤陽子教授（東京大学文学部）の著書を読み、さすが日本の近現代史を専攻された専門家だとうなりました。

「9条の意義、見つめ直す時」の中で、加藤先生は、最近の日本が平和憲法を守ってこられたのは、
在日米軍の存在があり、米国の核の傘のおかげであり、9条の存在ではないという論調に対し、こう述べています。

「ただ、9条には、国内的な存在意義があることを忘れるべきではありません。9条の存在によって、戦後日本の国家と社会は、戦前のよ
うな軍部という組織を抱え込まずに来ました。
戦前の軍部がなぜあれだけの力を持てたかと言えば、国の安全と国民の生命を守ることを大義名分とした組織だったからです。実際には、
大義の名のもとに、国家が国民を存亡の危機に陥れる事態にまで立ち至りました。軍部は、情報の統制、金融・資源データの秘匿、国民の
監視など、安全の名を借りて行ったのです。
このような組織の出現を許さない、と痛切な反省の上に、現在の9条があるのだと思います。」

憲法学者の青井美帆教授（学習院大学）は、憲法9条は、国民の自由を守る防火壁であると説明されていますが、同じ意味であると考えま
す。

ところで、陸上自衛隊が、2020年、記者向けの勉強会で配布した資料で「予想される新たな戦い」の対象に「反戦デモ」を挙げていた
ことが報道されました。

また、陸上自衛隊が、2020年11月4日、米軍基地反対の抗議活動をする市民の排除を想定した訓練を米海軍と共同で実施しています。

憲法9条への攻撃が強くなっていますが、またぞろ、戦前の思想弾圧と検閲の嵐が現代社会にも復活するのでしょうか。

加藤先生の指摘する憲法9条の国内的意義、青井先生の憲法9条は自由を守る防火壁の役割を果たしているという意義を、よくよく噛み締
める必要があるのではないでしょうか。

弁護士　伊須　慎一郎
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【今週の埼玉総合】個人的な意見ですが （弁護士　竹内和正）
「個人的な意見ですが、・・・」、「別にファンではないですが、・・・」、「ずっと応援してきましたが、・・・」などと、あくまでも
公平な立場を装って意見が述べられることが増えている気がします。

どうせ意見なんて主観にすぎないんだから、そんな覚悟のない意見には、個人的には、耳を貸しません！

弁護士　竹内　和正
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